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ＮＹマーケットレポート（2013 年 10 月 31 日) 
昨晩の NY 外国為替市場は、序盤に発表された米失業保険申請件数が市場予想よりやや

悪化したものの、その後に発表されたシカゴ購買部協会景気指数が市場予想を大幅に上

回り、2011 年 3 月以来の高水準となったことを受けて、米量的緩和策の継続観測が後退

したことから、ドル買い・円売りが優勢となりました。しかし、株価が軟調な動きとな

ったことを受けて、円を買い戻す動きが強まり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなり

ました。午後に入ると株価が下げ幅を縮小したことから、値を戻す場面もありましたが、

終盤に再び下落となり、ドル円・クロス円も上値の重い動きとなりました。ユーロは、

ユーロ圏の失業率が過去最悪となったことや、ECB の利下げ観測が浮上したことから、

半の主要通貨に対して下落する展開が続きました。 

 
(出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 98.27  ユーロ/円 134.01  ユーロ/ドル 1.3639 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6751.27 -26.43 
ダウ INDEX 

FUTURE 
15539 -14 

仏 CAC40 4290.64 -16.53 
S&P500 

FUTURE 
1757.70 -2.90 

独 DAX 9016.31 -6.04 
NASDAQ 
FUTURE 

3379.75 -12.50 

(出所：SBILM) 

 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

・9 月南ア貿易収支 -189 億 ZAR（予想 -164 億 ZAR・前回 -191 億 ZAR） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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21：05 

≪米企業決算≫ 

米マスターカード 

7-9 月期 1 株利益 7.27 ドル（予想 6.94 ドル） 

 

米エクソンモービル 

7-9 月期 1 株利益 1.79 ドル（予想 1.76 ドル） 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

・新規失業保険申請件数 34.0 万件（予想 33.8 万件・前回 35.0 万件） 

・失業保険継続受給者数 288.1 万人（予想 287.0 万人・前回 285.0 万人）前回発表

の 287.4 万件から 285.0 万件に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

      申請件数・・・前週比・・4 週移動平均・・・受給者数・・・受給者比率 

13/10/26・・・340,000・・・-10,000・・・356,250・・・・＊＊＊＊＊・・・＊＊＊ 

13/10/19・・・350,000・・・-12,000・・・348,250・・・・2,881,000・・・・2.2％ 

13/10/12・・・362,000・・・-11,000・・・337,500・・・・2,874,000・・・・2.2％ 

13/10/05・・・373,000・・・+65,000・・・324,750・・・・2,882,000・・・・2.2％ 

13/09/28・・・308,000・・・ +1,000・・・305,000・・・・2,905,000・・・・2.2％ 

13/09/21・・・307,000・・・ -4,000・・・308,750・・・・2.921,000・・・・2.2％ 

13/09/14・・・311,000・・・+17,000・・・315,250・・・・2,821,000・・・・2.2％ 

13/09/07・・・294,000・・・-29,000・・・321,750・・・・2,788,000・・・・2.1％ 

13/08/31・・・323,000・・・-10,000・・・328,750・・・・2,815,000・・・・2.2％ 

13/08/24・・・333,000・・・ -4,000・・・331,750・・・・2,944,000・・・・2.3％ 

13/08/17・・・337,000・・・+15,000・・・330,500・・・・2,994,000・・・・2.3％ 

13/08/10・・・322,000・・・-13,000・・・332,500・・・・3,003,000・・・・2.3％ 

13/08/03・・・335,000・・・ +7,000・・・336,000・・・・2,969,000・・・・2.3％ 

受給者数は集計が 1 週間遅れる 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

8 月カナダ GDP（前月比） 0.3％（予想 0.1%・前回 0.6%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ネットダニアー) 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

・10 月ポーランド NBP インフレ予想 0.9％（予想 1.1%・前回 1.0%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

22：20 

≪ 要人発言 ≫ 

ルー米財務長官 

・「世界の需要はまだ必要な水準に達していない」 

・「日本は経済的な難関を脱しつつあるようだ」 
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22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 15593.20 -28.56 

ナスダック 3924.05 -6.57 
(出所：SBILM) 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

・10 月シカゴ購買部協会景気指数 65.9（予想 55.0・前回 55.7） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪シカゴ購買部協会景気指数≫ 

       10 月・・9 月・・8 月・・7 月・・6 月・・5 月・・4 月 

景気指数・・・65.9・・55.7・・53.0・・52.3・・51.6・・58.7・・49.0 

仕入価格・・・56.7・・57.1・・65.2・・63.6・・59.9・・55.3・・51.0 

生産・・・・・71.1・・58.0・・53.6・・53.6・・57.0・・62.7・・49.9 

新規受注・・・74.3・・58.9・・57.2・・53.9・・54.6・・58.1・・53.2 

在庫・・・・・48.0・・46.0・・45.0・・37.7・・41.4・・40.4・・40.6 

雇用・・・・・57.7・・53.2・・54.9・・56.6・・57.8・・56.9・・48.7 
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(出所：ネットダニアー) 

 

22：52 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

10 月ミルウォーキー購買部協会景気指数 57.10（予想 53.00・前回 55.00） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、東京株式市場などのアジア市場の株価が下落したことや、米経済指

標が予想を大きく上回る結果となったことを受けて、量的金融緩和策が長期化するとの

見方がやや後退したことを受けて、売りが優勢となっている。ダウ平均株価は、序盤か

ら軟調な動きとなり、一時前日比 65 ドル安まで下げる動きとなっている。   

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

（1）米失業保険申請件数は、前週比+1 万人の 34.0 万件で、9 月 28 日までの週以来の

低い水準となった。申請件数の 4 週移動平均は、前週比+0.8 万件の 35 万 6250 件で、4

月 20 日までの週以来の高水準となった。また、1 週遅れる失業保険受給者総数は、前週

比+3.1 万件の 288.1 万人と、10 月 5 日までの週以来の多さとなった。受給者総数の 4

週移動平均は、前週比-1 万人の 287 万 8750 人で、9 月 28 日までの週以来の低水準とな

った。受給者比率は前週から横ばいの 2.2％となった。 

（2）10 月シカゴ購買部協会景気指数は、65.9 となり前月から 10.2 ポイント上昇し、

2011 年 3 月以来の高水準となった。仕入価格は 56.7（前月 57.1）と前月から低下した

ものの、生産 71.1（58.0）、新規受注 74.3（58.9）が大きく前月から上昇となり、雇

用 57.5（53.2）、在庫 48.0（46.0）といずれも前月を上回る結果となった。 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 15592.43（-26.33）、S&P500 1763.17（-0.14）、ナスダック 3931.64（+1.02） 

 

≪ここまでの動き≫ 

 
(出所：ネットダニアー) 
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①新規失業保険申請件数、失業保険継続受給者数がともに市場予想を上回る結果となっ

たことを受けて USD はやや軟調な動きとなった。ただ、予想の範囲内だったことや、継

続受給者数の前回結果が下方修正されたことから、下げ幅は限定的となった。 

②シカゴ購買部協会景気指数が、市場予想を大きく上回り、2011 年 3 月以来の高水準と

なったことを受けて、USD が主要通貨に対して堅調な動きとなり、USD/JPY も堅調な動

きとなった。 

③高値警戒感の出ていた米株式市場で株価が軟調な動きとなったことを受けて、円を買

い戻す動きが優勢となった。また、ユーロ圏の失業率が過去最悪となったことを背景に、

ユーロが対円で 2 週間ぶりの安値を付けたことも円買いを加速させた。 

④株価が安値から値を戻す動きとなったことから、ドル円・クロス円は値を 

戻す動きとなった。 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

午前の債券市場は、10 月の米シカゴ購買部協会景況指数が市場予想に反して改善したこ

とを受けて、米量的緩和の長期継続観測が後退し、長期債を中心に売りが先行した。  

午前の利回りは、30 年債が 3.65％（前日 3.64％）、10 年債が 2.56％（2.54％）、7 年

債が 1.97％（1.92％）、5 年債が 1.34％（1.32％）、3 年債が 0.58％（0.58％）、2 年

債が 0.31％（0.31％）。 

 

≪欧州のポイント≫  

①9 月の英住宅ローン承認件数は、6 万 6735 件と前月の 6 万 3396 件から増加となり、

2008 年 2 月以来 5 年半ぶりの高水準に達した。不動産市場が力強さを増している兆候が

強まった。住宅ローン総額は 156 億ポンド（約 2 兆 4540 億 円）で、これは 2008 年 10

月以来の高水準。前月比では 10 億 3000 万ポンドの純増となった。消費者信用は+8 億

6400 万ポンドとなった。 

②EU 統計局が発表した 10 月のユーロ圏消費者物価指数は、前年同月比+0.7％となり、

上昇率は約 4 年ぶり低水準となった。9 月のインフレ率は 1.1％となり、ECB が 2％を若

干下回る水準としている目安から、インフレ率は一段と遠のいた。10 月のエネルギー価

格は前年同月比-1.7％（9 月-0.9％）、食品とアルコール、たばこは+1.9％と、上昇率

は 9 月の+2.6％を下回った。ECB は、今年のインフレ率を平均 1.5％、来年を 1.3％と見

積もっている。 

③9 月のユーロ圏失業率は、12.2％となり、過去最悪に改定された前月と同水準に並ん

だ。過去最悪の失業率はリセッションと債務危機がもたらした負の遺産で、ECB によれ

ば域内経済の回復は 「段階的」にとどまっている。エコノミスト調査によると、失業

率の低下ペースは遅く、来年は平均 12.1％、2015 年は 12％が見込まれている。EU28 ヵ

国の 9月の失業率は 11.0％で、8 月から横ばい、スペインは 26.6％、イタリアは 12.5％、

ドイツは 5.2％。 
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欧州主要株 終値 前日比 

英 FT100 6731.43 -46.27 

仏 CAC40 4299.89 +25.78 

独 DAX 9033.92 +23.65 

ストック欧州 600 指数 322.37 +1.57 

ユーロファースト 300 指数 1292.73 +5.16 

スペイン IEX35 指数 9907.90 +129.20 

イタリア FTSE MIB 指数 19351.52 +184.59 

南ア アフリカ全株指数 45517.56 -94.35 
(出所：SBILM) 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 は、石油大手の決算内容が嫌気さ

れて反落となったものの、独 DAX は業績改善期待で自動車株を中心に買われ反発となっ

た。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

3：30 

NY 金は、中心限月が前日比 25.60 安の 1 オンス＝1323.70 ドルで取引を終了した。 

4：10 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.39 ドル安の 1 バレル＝96.38 ドルで取引を終了した。 

 

 

 

 
(出所：SBILM) 

要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1323.70 -25.60 

NY 原油 96.38 -0.39 
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≪ NY 金市場 ≫ 

ＮＹ金は、前日に発表された米 FOMC の声明を受けて量的緩和の長期継続観測が後退し

たことが材料となり、売りが先行した。また、ドルがユーロなどに対し上昇したことも、

圧迫材料となった。  

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、米国の原油在庫が高水準で、供給過剰への懸念が強まっていることが引き

続き売り材料となった。また、ドルがユーロなどに対して上昇したため、ドル建ての原

油の割高感が出たことも圧迫材料となった。終値ベースでは、6 月下旬以来、約 4 ヵ月

ぶりの安値水準となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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米主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 15545.75 -73.01 15651.86 15544.69 

S&P500 種 1756.54 -6.77 1768.53 1755.72 

ナスダック 3919.71 -10.91 3945.04 3909.26 
(出所：SBILM) 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、東京株式市場などのアジア市場の株価が下落したことや、米経済指標が予想

を大きく上回る結果となったことを受けて、量的金融緩和策が長期化するとの見方がやや後退

したことを受けて、売りが優勢となった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前

日比 74 ドル安まで下げる動きとなって。ただ、その後は下げ幅を縮小し、一時プラス圏まで値

を戻す場面もあったが、終盤に一段の下落となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 98.35  98.42  98.09  

EUR/JPY 133.54  134.16  133.34  

GBP/JPY 157.68  157.97  157.45  

AUD/JPY 92.96  93.52  92.82  
NZD/JPY 81.25  81.64  81.13  

EUR/USD 1.3580  1.3657  1.3575  

AUD/USD 0.9454  0.9516  0.9451  
(出所：SBILM) 
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≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、米雇用関連の経済指標がやや悪化したものの、その後に発表された製造

業関連の経済指標が予想を大きく上回る結果となったことから、ドル円・クロス円は堅調な動き

となった。しかし、株価が軟調な動きとなったことから、円を買い戻す動きが強まり、ドル円・クロ

ス円は軟調な動きとなった。ただ、終盤には株価が下げ幅を縮小する動きとなったことから値

を戻す場面も見られた。ユーロは、ユーロ圏の経済指標の悪化を受けて、大半の主要通貨に

対して軟調な動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ 今後のテクニカルポイント ≫ 

 
(出所：ネットダニアー) 
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